
 

行政視察（研修）報告書 
【会派名：新政・結の会】 

行政視察 

（研修）名 
新政・結の会行政視察 

会派・参加者名 

新政・結の会 

（参加者：山科正仁、小嶋冨弥、小野周一、髙橋富美子、佐藤卓也、 

山科春美、渡部正七、鈴木法学、辺見孝太、鈴木啓太） 

期     日 令和６年１１月１３日（水）～１１月１５日（金） 

① 

日    時 １１月１３日(水)午後１時００分～２時００分 

視察（研修）先 
熊本県合志市 

（人口 63,967 人 １１/１現在、面積 53.19 ㎢、議員定数１９人） 

調 査 項 目 

及 び 内 容 

調査項目 

 

ＴＳＭＣ進出による「シリコンアイランド九州」への期待 

 

調査概要 

ＴＳＭＣ工場によるまちの変化について 

 

説明者 

合志市 産業振興部 部長 

塚本 健洋 氏 

産業振興部 商工振興課 課長 

    榮 峰 男 氏 

質  疑 

意見交換 

所  感 

 

【質疑・意見交換】 

１９８３年施行の高度技術工業集積地域開発促進法（通称

テクノポリス法）に熊本地域が指定を受けたことによって、

先端技術を核とした工業団地整備などに積極的に取り組ん

だ結果、合志市周辺では半導体産業を中心とする先端産業の

集積が進み、東京エレクトロンやソニーなどの大型半導体関

連企業の誘致の成功や現在の更なる集積に結びついている。

隣接する菊陽町へのＴＳＭＣ進出の影響により地価の上昇

や交通渋滞などの課題や今後への懸念もあるが、自助努力に

より自主財源を確保する「稼げる市」を目指している。 

【所感】 

合志市周辺において数々の大型企業誘致を行えた要因と

して、早期からの取り組みによって大型半導体関連企業の誘

致を行える下地が出来ていたことが大きいと考える。今後も



 

産業規模の拡大が予想されるとのことで、経済的な効果はも

ちろん将来的な人口の維持なども期待できると感じた。その

一方で人出不足が問題となっており、特に半導体人材が不足

する中で、半導体に関する特別展を開催し、子どもたちに半

導体産業への興味を持たせる取り組みを行うなど市が目指

す方向性がとても明確だと感じた。新庄市は地域に適した新

たな産業を模索中だが、合志市のように早期に下地を作り粘

り強く継続することが大切だと感じた。 

 

② 

日    時 １１月１４日(木)午前１０時１５分～１２時００分 

視察（研修）先 
鹿児島県南九州市  

（人口 30,306 人 １１/１現在、面積 357.91 ㎢、議員定数 18 人） 

調 査 項 目 

及 び 内 容 

調査項目 「知覧飛行場跡地の戦争遺跡」を訪ねる 

調査概要 

新庄市では、世界の恒久平和を願って、昭和 59年 3 月に

新庄市平和都市宣言を行った。 

＜新庄市平和都市宣言文＞ 

世界の恒久平和は、人類共通の願いである。しかし、今なお

世界各地において武力紛争が頻発し、加うるに核兵器は、ま

すます強大化し、人類の生存に深刻なる脅威を与えている。 

我々は、世界唯一の被爆国民として、平和憲法の精神に基づ

き、核兵器の廃絶を強く訴えるものである。新庄市は、永遠

の平和と明るい明日の世界の実現をこいねがい、ここに「平

和都市」の宣言をする。（昭和 59年 3月 26日 制定） 

 

＜新庄市平和都市宣言推進会議＞ 

新庄市平和都市宣言を推進するため、新庄市平和都市宣言推

進会議を組織している。平和を願う市内の団体で組織してお

り、21団体が所属している。（令和 2年 4月 1日現在） 

新庄市平和都市宣言推進会議では、さまざまな平和啓蒙活動

への協力をおこなっているほか、毎年 8月 15 日の終戦記念

日には、新庄市平和都市宣言旗掲揚式を開催し、正午のサイ

レン吹鳴とともに黙祷を行っている。 

 市の新庄市平和都市宣言文と新庄市平和都市宣言推進会

議を踏まえ、同じように世界恒久平和を願う南九州市に行政

視察と研修をする運びとなった。市の管理する知覧町にある

飛行場跡地の戦争遺跡を訪問し、「知覧特攻平和会館」にて

以下説明を受けた。 



 

【説明内容】 

１、 知覧特攻平和会館建設に至った目的や経緯等につ

いて 

２、 事業内容について 

３、 収蔵資料等の状況について 

４、 保存管理計画 

５、 館の運営について 

６、 展示・解説等 

７、 その他（入館者数の推移・平和学習の推移） 

説明者：知覧特攻平和会館 館長 川﨑 弘一郎 様 

管理係係長 管理組合事務局次長 塗木 清久 様 

所  感 

 

調査内容 

 

総  括 

【所感】 

○この知覧特攻平和会館は、第二次世界大戦末期の沖縄戦

で、人類史上類のない爆装した飛行機もろとも敵艦に体当た

りした陸軍特別攻撃隊員の遺影、遺品、記録等貴重な資料を

収集・保存・展示して当時の真情を後世に正しく伝えること

により、世界恒久平和を願い続けていると強く感じた。 

 

【知覧とは】 

○知覧は、1941（昭和 16年）、大刀洗陸軍飛行学校知覧分教

所が開校、少年飛行兵、学徒出陣の特別操縦見習士官らが操

縦訓練を重ねていたが戦況が緊迫し険悪となり、遂に 1945

年（昭和 20年）本土最南端の陸軍特攻基地となり、20歳前

後の若い隊員達が満州・日本内地から集結しては、家族・国

の将来を思いながら出撃した地である。 

 

【知覧特攻平和会館とは】 

○知覧が特攻隊の出撃基地であったことから、沖縄戦の特攻

作戦で戦死された隊員 1,036名の当時の真の姿・遺品・記録

を後世に残し、この史実を多くの方に知ってもらい、特攻を

通して戦争の虚しさ、平和の大切さ・有難さ・命の尊さを訴

え、後世に正しく語り継ぎ恒久の平和を祈念することが基地

のあった住民の責務であろうと、特攻基地跡の一角に知覧特

攻平和会館を建設した。 

 

【事業内容に触れて】 

○資料の収集・保存活動に努め、広報活動にも特に力を入れ

ていることが伺えた。当日は 11 月の平日にも拘わらず、若



 

年層から高齢層まで幅広いたくさんの来訪者・来館者がい

た。（※統計データより 年間入館者数：コロナ禍前の平成

30年度は 40万人、平成 5年度は 33万人。年間を通して 11

月に 1番入館者が多い。） 

○特に教育・普及活動により、全国の小学校・中学校・高校

の生徒らが、教育旅行・修学旅行で訪れていることが伺えた。

（※毎年 500校以上の教育旅行の申し込みがある。） 

○語り部による特攻に関する講話は、「平和・いのち」につ

いて考えるきっかけを与え、我々も涙無しでは聞けない内容

であった。（※収集資料を読み取ると、新庄もがみ出身の特

攻隊員の方もいたことを知る。） 

○毎年 8月 15 日に開催している平和事業「平和へのメッセ

ージ from 知覧スピーチコンテスト」への学校生徒の関心も

高いと感じた。（※応募件数：毎年約 3,000件応募がある。） 

 

【総括】 

○太平洋戦争末期、沖縄戦において人類史上類のない特攻作

戦で亡くなられた陸軍特別攻撃隊員の遺品や関係資料等を

収集保存展示し、その記録を後世に残し、またその史実を通

して「二度と悲惨な戦争を起こしてはならない」という平和

のメッセージを発信し、平和の大切さ、命の尊さを語り継ぎ、

世界恒久の平和を寄与することを目的としていることが伺

えた。 

 

③ 

日    時 １１月１４日(木)午後２時３０分～３時３０分 

視察（研修）先 
鹿児島県日置市 

（人口 45,520 人 １１/１現在、面積 253.01 ㎢、議員定数２０人） 

調 査 項 目 

及 び 内 容 

調査項目 

 

オリーブ栽培と 6次産業化の取り組みについて 

 

調査概要 

オリーブ栽培と 6次産業化の取り組みについて 

 

説明者  

日置市 農林水産課 オリーブ推進係 

下池 裕太 氏 



 

質  疑 

意見交換 

所  感 

 

【質疑・意見交換】 

日置市では、地域活性化や産業振興を官民で推進するため、

平成 24 年 5 月に鹿児島銀行と包括的業務協力協定を締結し

た。その中で『日置市地域活性化構想』の新産業創出として

『オリーブの６次産業化』に向け、オリーブ栽培と加工品の

生産が行われている。生産されたオリーブは鹿児島オリーブ

株式会社に出荷し、オリーブオイルや化粧品などに加工して

いる。オリーブが地域の特産品として発展することが期待さ

れている。この取り組みの中心となる鹿児島オリーブ株式会

社は２０１２年の日置市と鹿児島銀行の協定をきっかけに

設立された。２０１４年には地域企業の出資により、栽培か

ら加工・販売までを一貫して行う体制を整えた。 

【所感】 

オリーブ産業は地域の特産品として成長が期待される一

方で課題も多くあり、農家の収益が労力に見合わないこと

や、栽培に広大な土地が必要であることが挙げられる。また、

製品が地域特産品として浸透するには長期的なＰＲ活動が

必要とのこと。日置市のオリーブ事業は官民協力による新た

な取り組みとして、課題はあるものの地域資源を活かした６

次産業化の可能性を感じた。課題や効果などを検証し、本視

察を今後の新庄市の取り組みに活かしていきたい。 

 

写真等 

① 

 



 

② 

 

③ 

 

 


